
 

 

 

 

2023 鈴鹿・近畿選手権シリーズ 第 2戦  

鈴鹿サンデーロードレース JSB1000鈴鹿 8耐トライアウトファイナル 

 

会場：三重県 鈴鹿サーキット 国際レーシングコース（1周 5.821km） 

日時：5月 19日（金）スポーツ走行          天候：雨   コース：ウェット 

    5月 20日（土）公式予選                 天候：晴れ コース：ドライ 

    5月 21日（日）決勝レース（10周）       天候：晴れ コース：ドライ 

※赤旗中断のため 2周減算し、8周の再レース    

ライダー：#42 櫻山茂昇／マシン BMW S1000RR 

ライダー：#43 東村伊佐三／マシン BMWS1000RR 

結果：予選＃42 櫻山選手 45台中 23位（ベストタイム 2'15.867） 

    予選＃43 東村選手 45台中 18位（ベストタイム 2'15.382） 

    決勝レース ＃42 櫻山選手  22位（トライアウト順位 19位） 

    決勝レース ＃43 東村選手  13位（トライアウト順位 11位） 

 ※鈴鹿 8耐トライアウトは上位チームで重複があり順位が繰り上がり 8位で通過しました。 

  

日頃より信州活性プロジェクト Team 長野にご支援、ご声援をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。  

◆鈴鹿 8耐トライアウトファイナルへ向けて 

2023 年の鈴鹿 8 耐トライアウトは 4 月に開催された全日本選手権第 2 戦鈴鹿 2＆4 レース及び、

この鈴鹿サンデーレース第 2戦の 2回のみとなりました。1回目のトライアウトとなる全日本選手権は

今シーズンよりカーボンニュートラル燃料（バイオ燃料）の使用が義務付けらました。しかしながら、燃

料の事前テストなどが一切出来ないことや、詳細な情報が全く無い未知の燃料を使用した状態で国

内最高峰の全日本選手権へ挑戦するには、あまりにもトラブルのリスクやコスト等が懸念となり、苦

渋の決断でしたが、全日本選手権への参戦は諦めました。そして、最後となる鈴鹿サンデーレースの

8 耐トライアウトファイナルに全てを掛ける決断をしました。（その後、鈴鹿 2＆4 レースは開幕戦で多

くの懸念が出たことから、直前にガソリン燃料も使えるようになりました…） 

5 月の鈴鹿サンデーレース第 2 戦の鈴鹿 8 耐トライアウトファイナルへ向け早めにマシンを整備し

て走り出す予定でしたが、海外製マシンということもあり既に国内に新品在庫が無いパーツ等もあり

想定よりも準備に時間が掛かってしまい、マシンが組み上がりシェイクダウン出来たのが 4月 29日と

なってしまいました。しかし、なんとか組み上

げたマシンでしたがシフトに大きな問題が出

てしまい、順調な滑り出しとは行きませんで

した。このトラブルを解決するべく、トライアウ

トレース前に走れる最後の機会として 5 月 7

日の鈴鹿のスポーツ走行に急遽マシンを持

ち込み調整しました。結果は改善の兆しが見



えたものの、根本的な解決には至らず不安を抱えたままレースを迎えることとなりました。 

 

◆金曜日特別スポーツ走行 

 この日は天候に恵まれず、5 月 7 日と同じ一日中雨が降り続くウェット路面での走行となってしまい

ました。ウェット路面では大変滑りやすいため、ドライ路面の時のような負荷をマシンに与えることが

出来ずにトラブルの確認が出来ないまま、翌日の予選に挑むことになりました。 

  

◆予選 

 昨日と天候が大きく変わり汗ばむような陽気のコンディションとなりました。残念ながらドライ路面で

のテストがほとんど出来なかったことから、ぶっつけ本番の予選となりました。しかも、鈴鹿サンデー

レースは地方選手権のため予選は 20 分しか無く、ライダーも練習をしていない状態で全開走行をし

なければいけない大変厳しい予選となりました。予選開始直後から、東村選手の 43 号車はシフトトラ

ブルが直っておらず、トラブルを抱えたままの走行となりました。また、42 号車の櫻山選手も違うトラ

ブルを抱え共にタイムアップが思うように行かず、予選結果は想定を大きく外れて後方からの追い上

げとなりました。 

 



◆決勝 

 決勝レースは他のチームも鈴鹿 8 耐出場を掛け全力で挑んでくることから壮絶なレースとなること

が予想されました。レースが始まり東村選手は数台を交わしポジションアップを果たし、櫻山選手もす

るためプッシュしようとした 2 周目に多重クラッシュが発生してしまい大きな事故となったことから赤旗

中断となり、約 40 分の長いインターバルを経て 8 周という大変短い周回数での超スプリントレースと

なりました。仕切り直しとなった第 2 レースは、スタートで櫻山選手が好スタートを切り順位を上げまし

た。すかさず東村選手もすぐさま櫻山選手に追い付き、追い越すと更に順位を上げるべくプッシュしま

すが、マシントラブルを抱えたままでは思うようなライディングが出来ずに苦戦を強いられてしまいま

した。櫻山選手もトラブルを抱えながら懸命に走行しましたが順位を下げてしまう結果となりました。

東村選手は、豊富な経験と卓越した技術によりポジションを上げ続けトライアウト通過の可能性が高

い 13位まで追い上げてのチェッカーとなりました。 

 

 ◆ライダー 東村伊佐三選手のコメント 

鈴鹿 8 耐トライアウトファイナルに team から出場の話しをいただいた時にはマシンの準備が間に

合うのか不安もありましたが、チームのスタッフが頑張ってくれたので感謝しています。 

マシンテストから予選、決勝と、シフタートラブルを解消しきれずに万全な状態ではレースでは走る

ことはできませんでしたが、8耐の出場権利を取得するため全集中で挑みました。 

スタートから 2 周は、出遅れたのもあり 13 台をパ

スして、転倒直前のマシンの挙動を押さえながらのラ

イディングでしたが、転倒マシンが炎上したことで、レ

ッドフラッグとなりレースのやり直し、グリッドも予選順

位のまま、振り出しに戻り８周でのレースとなりまし

た。 

２回目のスタートでは少し冷静にサポートに来てく



れていた岡村選手のデータで、この順位であれば、8 耐参戦権を獲得できる戦略はありましたので、

落ち着いて順位を上げるレース展開で終えることができ、結果 8 耐トライアウトのミッションをクリアで

きて、安心しました。 

大変厳しい状況下のレースでしたが、team 長野の意地を発揮できてよかったです。応援やサポー

ト、スポンサーの皆さんのお陰で、第一関門突破できました。次の本番、8 時間耐久レースでは皆さ

んの力とチーム一丸となり挑んで行きたいと思いますので、宜しくお願いいたします。 

 

◆ライダー 櫻山茂昇選手のコメント 

ご協賛企業様、個人サポーター様、関係者の皆様、いつもご支援、ご声援をいただきまして誠にあ

りがとうございます。約 8 か月ぶりのシェイクダウンから始まり、レースまで限られた時間の中で何と

かトラブルを解決しようとスタッフはもちろん関係者の皆様の力もお借りして、トライ＆エラーを繰り返

しレースまでには解決に至りませんでしたが、少しずつ改善をすることが出来たのは良い経験になり

ました。私自身は 8耐トライアウトを何としても通過する思いで覚悟を持って挑んだ 8耐トライアウトレ

ースでした。しかし、レースウィーク中も天候やトラブル、アクシデント等の厳しい場面が続きました。

スタッフが遅くまでマシンのメンテを献身的にして、なんとかグリッドに着くことが出来ました。スタッフ

の皆さんに感謝しています。 

レースはスタートで前に飛び出すことは出来ました

が、その後はペースを上げられず順位を落としてしまう

大変悔しいレースとなってしまいました。東村選手の走

りに助けていただき今年も鈴鹿 8 耐に挑戦出来ること

になりましたので、まずはトラブルをしっかり解決して、

今回の反省を活かしこの悔しさを糧に 8 耐本番では活

躍出来るよう精一杯頑張ります！引き続きご声援よろ

しくお願いいたします。 
喬木村伝統工芸品『阿島傘』 



 

  



 

 


